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【単位：億円】

区分 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ32

資金収支（ベース） 7.5 6.2 5.4 5.6 8.2 5.9

手術棟整備費償還金等 0.5 0.0 0.8 3.1 3.1 1.3

資金収支 7.0 6.2 4.6 2.5 5.1 4.6

※単年度資金収支には、本部経費が含まれない
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機械室

手術部門

ＩＣＵ、小児救急部門

中央材料部

大阪府立母子保健総合医療センターにおける手術棟の整備について【概要】
資料１３





○小児医療・周産期医療体制


母子保健総合医療センターでは小児重症患者の受入れを担っているが、手術室が不足していることや


ＰＩＣＵの充床率が１００％を超えていることなどから、小児重症患者の受入れ体制の拡充が求められている。また、多胎や低出生体重児等の出生率の増加、出産年齢の高齢化とともにハイリスク分娩、母体合併症も増加しており、分娩から小児の救急医療まで安心して医療を受けられるよう、早急な医療提供体制の改善が求められている。





①増加する手術件数


　　現在７室ある手術室はフル稼働状態。国内の産婦人科医不足や小児医療施設の減少により、患者の集中化、偏在化が当分の間続くものと予想される。





②狭隘な手術室


　　医療の高度化に伴い、手術室の面積は年々増加。７室ある手術室のうち４室は内法面積が２０数㎡程度しかなく、大型手術用医療機器等を使用した高度先進医療を行うことが不可能。





③ＰＩＣＵ（小児集中治療室）・ＨＣＵ（高度治療室）の必要性の増大


　　現在、ＰIＣＵ８床は常に満床状態。新たに重症患者を受入れる際は、比較的症状の軽い患者を、     一般病床に転床させており、医療リスクが高まる傾向。医療事故防止の観点からもＰＩＣＵの拡充、    ＨＣＵの新設が喫緊の課題。





④高度専門医療機関としての役割の増大


　　高度専門医療の機能を生かし、大阪府南部を中心に重篤な小児患者の対応について、中心的な役割を果たすことが求められている。





○第2期中期目標


・機能強化に必要となる施設整備などを計画的に進める　


○第2期中期計画


・手術室及びPICU（小児集中治療室）等の拡充について重篤な小児患者に対する救命救急機能を含め、担うべき診療機能にふさわしい診療体制を構築するため、平成２５年度中の竣工を目指し新棟建設を計画的に進める　








　


○堺市医療圏における小児医療、周産期医療機能の整備・強化　～大阪府地域医療再生計画「堺市・南河内医療圏」～


　・小児初期救急につき、将来にわたり安定した２４時間受入れ可能な体制を構築


　・重症小児患者の受入れ体制を強化


　・ハイリスク分娩、母体合併症への対応を強化








○総事業費　　約３７．9億円


　（内訳）工事費等　約２９．2億円／医療機器整備費等　約８．7億円
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６．第２期中期計画　収支推計
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２．現状の分析と課題








○高度専門医療（手術件数等）の拡大


・手術件数3,732件（22年度実績）⇒4,200件（27年度目標）


・出生体重1,000ｇ未満児の府域に占める入院割合　17.9%（21年度実績）⇒20.0%（27年度目標）




















４．事業費





○延床面積　　　６，７００㎡程度


１）手術部門　　　　・手術室　　１０室（現在７室　※３室増）


２）ＩＣＵ部門　　　・ＰＩＣＵ　１２床（現在８床　※４床増）


　　　　　　　　　　　　・ＨＣＵ　　　６床（新設）


３）小児救急部門　　・初療室　　　３床（新設）


４）中央材料部門


５）その他　　　　　・霊安室、解剖室等





３．整備内容





５．整備スケジュール





１．目的








